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	応用
	抗原情報
	背景
	炭酸脱水酵素（CA）は、二酸化炭素の可逆的な水和を触媒する亜鉛金属酵素の大きなファミリーです。呼吸、石灰化、酸塩基平衡、骨吸収、房水、脳脊髄液、唾液、胃酸の生成など、様々な生物学的プロセスに関与しています。この遺伝子産物はI型膜タンパク質であり、腎臓、結腸、膵臓などの正常組織で高発現しており、明細胞腎癌の10%で過剰発現していることが分かっています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2014年6月], 触媒活性：H(2)CO(3) = CO(2) + H(2)O., 補因子：亜鉛., 酵素調節：アセタゾラミドによって阻害される., 機能：二酸化炭素の可逆的な水和., 類似性：α-炭酸脱水酵素ファミリーに属する., 組織特異性：結腸、腎臓、前立腺、腸管、活性化リンパ球で高発現。腎細胞癌では周囲の正常腎組織よりもはるかに高い発現レベルを示す。膵臓、卵巣、精巣では中程度の発現を示す。,
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	CA12抗体を用いたMCF-7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CA12 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000に希釈したCA XIIポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3 293T細胞のウェスタンブロット解析

